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資料③ 

国民視点での情報発信の充実と環境整備 

NR（栄養情報担当者）、栄養関連の専門職、一般消費者

情報センター

厚生労働省

公的機関、企業

海外情報

情報センターの役割
① 健康や栄養に関する科学的根拠に基づく情報を収集（出典は、研究所内、厚生労働省や各都道

府県、国内外の公的機関、企業など）

② 情報はデータベースとして蓄積、国民に広く
役立つ形で発信 (基礎知識のQ&A、公的機関
が作成したパンフレット、注意喚起情報など）

③ 栄養関連の専門職、国民から得られた意見等は、研究活動や情報発信作業に反映

国立健康・栄養研究所

特別用途食品/栄養療法

最新栄養ニュース 最新学術論文

「健康食品」

●国民健康・栄養調査
●運動・身体活動
●健康・栄養の各種データ

所内の研究活動成果

健康・栄養政策

国民の視点で
情報発信

質問板

 

主に専門職向け（専門職のスキルアップ、多様な国民に情報提供する際の知識基盤） 

・日本人の食事摂取基準（DRI の解説や講習会の情報） 

・健康栄養調査に関する情報(国民健康栄養調査に関する内容) 

・食育取組データベース（全国自治体の取組内容） 

・特別用途食品・栄養療法エビデンス情報(特別用途食品や栄養療法に関する情報) 

・災害時の健康・栄養について（被災者の健康を保持するための専門職向け情報） 

・健康食品の安全性・有効性情報における情報提供ツールの作成・公開 

主に一般向け（健康や栄養に関する正しい知識の普及） 

・マンスリーレポートとニュースレターの発信（所内の研究活動・成果の公表） 

・健康・栄養フォーラム（健康や栄養に関する質問の対応、国民が求める情報の把握） 

・健康食品の安全性・有効性情報(健康食品に関連した安全性を中心とした情報) 

・各種の栄養・運動・食事に関するパンフレットの作成と PDF による公開 

・災害時の健康・栄養について（被災者の健康を保持するための一般向け情報）  

・公式ホームページのリニューアル 

・ソーシャルネットワーキングサイト twitter、facebook を用いたニュース配信 
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資料④－ａ 

一般公開セミナーの開催 
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資料④－ｂ 

第１４回一般公開セミナーアンケート結果 

 
 
参加者５０７名中、３６６名よりアンケートへの回答を得た。（回収率７２％） 

 
 

【年 齢】              【性 別】 

 

20歳未

満, 120～

29歳, 

62

30～

39歳, 

80

40～

49歳, 

110

50～

59歳, 

75

60～

69歳, 

25

70～

79歳, 

7

80歳

以上, 

2

未記入, 

4

男性, 

67

女性, 

297

未記入, 

2

 

 

 

 

 

   

     【職 業】                              【保有資格】（複数回答可） 

          

会社員, 

169

公務員, 

57

財団

等, 19

教育職, 

23

研究

職, 8

学生, 

16

無職, 28
その他, 

45 未記入, 1

47

176
148

62

25
15 2 0

40

0
0

20
40
60
80

100
120
140
160
180
200
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【各講演を聞いて役に立ったか】 

(1)基調講演                (2)講演１ 

  健康日本 21(第二次)とこれからの健康づくり  キレイと健康は両立しない!?若い女性の食生活の何が問題か 

非常に

役立つ, 

43%役立つ, 

50%

役立たな

い, 2%

聞かな

かった, 

1% 未記入, 

4% 非常に

役立つ, 

20%

役立つ, 

67%

役立たな

い, 9%

聞かな

かった, 

0% 未記入, 

4%

 

 

(3)講演２                 (4)講演３ 

  これからの日本人の減塩大作戦！     これからどうなる?みんなの歩数。はじめの一歩を踏み出そう! 

   

非常に

役立つ, 

23%

役立つ, 

64%

役立たな

い, 6%

聞かな

かった, 

1%

未記入, 

6%

非常に

役立つ, 

49%
役立つ, 

42%

役立たな

い, 1%

聞かな

かった, 

2%

未記入, 

6%

 

【今後の研究所の業務で期待したいこと】(複数回答可) 

 

16

159

232

156

164

111

226

141

0 50 100 150 200 250

⑧その他

①生活習慣病予防のための運動や食事方法についての調査・研究

②生活習慣病予防のための運動や食事方法についての情報提供

③高齢者など食事摂取が困難な方への食事や食事支援

法についての情報提供

④乳幼児期～高齢期までの生涯を通じた健康のための食生活・栄養についての情報提

供

⑤健康食品の安全性や有効性についての調査・研究
⑤健康食品の安全性や有効性についての調査・研究

⑥健康食品の安全性や有効性についての情報提供の充実

⑦地域での講演会やセミナーの実施
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資料⑤ 

専門家向けセミナーの開催 

 

日 時：平成24年 8月 24日（金）、8月30日（木）、9月5日（水）、9月 10日（月） 

場 所：大阪府、福岡県、東京都（２回） 

講 師：奥田奈賀子、吉澤剛士 

(研修内容) 

（１）栄養摂取状況調査の変更事項等 

（２）食品番号選択の基本的な考え方・食品番号表の使い方 

（３）帳票の取扱いについて 

（４）事前説明のポイント 

（５）食事調査実習 

（６）食事しらべの変更点と入力結果チェックのポイント 

（７）自治体での調査責任者の役割 

（８）意見交換 
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資料⑥－ａ  

独立行政法人国立健康・栄養研究所 組織図(平成 24 年度) 

 

 
理事長─────────研究部門 
 
理 事─          ─ 栄養疫学研究部     ──── 国民健康・栄養調査研究室 
                             ── 食事摂取基準研究室 
  監事─                         
 
  監事─         ─ 健康増進研究部     ──── 運動ガイドライン研究室 
                             ── 身体活動評価研究室 
研究企画評価主幹 ─                      
 
              ─ 臨床栄養研究部     ──── メタボリックシンドローム研究室 
                             ── 栄養療法研究室 
 
              ─ 栄養教育研究部     ──── 栄養ケア・マネジメント研究室 
                              ── 食育研究室 
                                
              ─ 基礎栄養研究部     ──── 主要栄養素研究室 
                             ── エネルギー代謝研究室 
                     
              ─ 食品保健機能研究部   ──── 食品分析研究室 
                             ── 食品栄養・表示研究室 
                             ── 食品機能研究室 
 
 
           ─ 情報部門 
 
              ─ 情報センター       ──── 健康食品情報研究室 
                              ── 栄養情報技術研究室 
                               
 
           ─ 対外部門 
 
              ─ 国際産学連携センター  ──── 国際栄養研究室 
                              ── 生物統計研究室 

── 研修・連携推進室 
           ─ 事務部門 
 
 
              ─事務部 ───────────── 庶務課 
                             ── 会計課 
                             ── 業務課 
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研究部／センター別人員の配置状況
平成２５年３月３０日現在

研究部
部(セン
ター)長

研究室 室長
主　席
研究員

上　級
研究員

研究員
特　別
研究員

流　動
研究員

小計
客　員
研究員

協　力
研究員

合計

研究企画
評価主幹

1 1 1

栄養疫学 (1)
国民健康・
栄養調査 1 （1） 1

2

(1)

健康増進 1
運動ガイド
ライン （1） 1  2
身体活動
評価 1 1 　 　

1

臨床栄養 (1)

メタボリック
シンドローム （1） 1 　

栄養療法 1  2

栄養教育 1
栄養ケア・
マネジメント 1 1

食育 (1) 1

基礎栄養 1

研修生

3

技術補助
員

14

2

1

117

 2

 

4

12

46

24

18

　

12

3

7

8

食事摂取
基準 1 1

2

12

9

3
13

4
25

2

2 4
4

資料⑥－ｂ

基礎栄養 1
エネル
ギー代謝 （1） 1 1 1
主要栄養
素 (1) 1 9 22

食品保健機能 1 1 1

食品分析 1 1 2
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国際栄養協力若手外国人研究者招へい事業 

 
1． 招へい研究者        

（氏 名）      Ice Yolanda Puri   

（所属・職・国籍）  アンダラス大学医学部公衆衛生学科・講師・インドネシア 
2． 受入期間 

    平成 24 年 8  月 27  日 ～ 平成 24 年 11 月 26 日（ 3 ヶ月間） 

研究課題名   
インドネシアの食品の抗酸化能の測定 

（英訳名）Determination of antioxidative potency of Indonesian food 
3． 研究活動の概要 
【目的】インドネシアのプカンバルーおよびリアウ地方の伝統食品である Kemojo Cake の抗酸

化活性を測定した。Kemojo Cake はパンダンリーフ、コーン、ドリアンをそれぞれ加えた 3 種類

が知られており、これらの抗酸化活性を比較した。また加熱調理の影響についても検討を加えた。

【活動内容】パンダンリーフ、コーン、ドリアンまたは特別な食材を加えないプレーンの 4 種類

の Kemojo Cake を作成した。保存性と均質性を確保するため、資料を凍結乾燥し、十分に粉砕

および混和した。試料の抗酸化活性は Hydrophilic Oxygen Radical Absorbance Capacity 
（H-ORAC 法）を用いて測定した。試料の測定を行う前に、抗酸化物質の標準品を用いた検討を

行い、過去の報告と抗酸化活性が一致することをもって、測定技術が充分に習得されていること

を確認した。凍結乾燥した試料からメタノール/水/酢酸=90/9.5/0.5 を用いて親和性抗酸化物質を

抽出し、H-ORAC 値を測定した。4 種類の Kemojo Cake の抗酸化活性を比較検討し、調理の影

響についても考察を加えた。 
4． 研究課題の成果 

4 種類の Kemojo Cake の抗酸化活性を H-ORAC 法で測定し、以下の結果を得た。 
Kemojo Cake 調理後 H-ORAC (μmol TE/g) 調理前 H-ORAC (μmol TE/g) 
プレーン 7.07 4.78 
パンダンリーフ 7.62 4.48 
ドリアン 8.13 6.24 
コーン 6.55 4.14 

最も抗酸化活性が高かったものはドリアンを加えた Kemojo Cake であり、逆に低かったものは

コーンを加えた Kemojo Cake であった。また、すべての Kemojo Cake において、調理前と比較

して調理後で抗酸化活性の増加が認められた。Kemojo Cake の作成時には 170℃のオーブンで 60
分の加熱処理を行うが、主として水分の揮発によると考えられる 10%程度の重量変化が認められ

た。一方、調理前後で抗酸化活性は 30-70%増加しており、調理による抗酸化活性の増加は、そ

の一部分しか重量変化で説明することはできなかった。従って、加熱調理時における化学反応で

何らかの抗酸化活性を有する化合物が新たに生成している可能性が考えられた。 
5． 招へい研究者を招いたことによって得られた効果（成果） 
食品中の抗酸化物質は、種々の疾病の発症および増悪に関与している活性酸素・フリーラジカ

ルの消去因子として大きな注目を集めている。しかし、健康を維持・増進するために必要な、食

品中の抗酸化物質の摂取量は現時点で明らかになっていない。国際的に食習慣は多様であり、各

国における健康状態もまた多様である。従って、抗酸化物質の摂取量と健康状態の国際比較は、

抗酸化物質摂取の健康影響を解明するにあたり大変有力な手段となる。 
食品保健機能研究部では、日本において一般的に消費される代表的な野菜および果物に着目し、

その抗酸化活性の測定を行ってきた。今回の招へい研究者研究事業においては、インドネシアの

伝統食品の抗酸化活性の測定を行い、技術移転を行った。測定対象とした Kemojo Cake はイン

ドネシアで頻繁に食される食材ではないが、抗酸化活性の分析方法は他の食品にも応用可能なも

のである。食品の抗酸化活性に関するデータが各国で蓄積すれば、抗酸化物質の摂取量の国際比

較が可能となり、食品の抗酸化活性に関する研究分野の進展に大きく寄与することが期待できる。

資料⑦-a 
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資料⑦-b 

国際栄養協力若手外国人研究者招へい事業 

フォローアップ共同研究事業 

 
1. フォローアップ共同研究事業対象者（過去の招へい研究者）        

（氏 名）      Leng Huat Foo   

（所属・職・国籍）  サン・マレーシア大学保健科学部・上級講師・マレーシア 

（招へい事業受入期間）  平成 22 年 5 月 10 日 ～ 平成 22 年 8 月 9 日（3 ヶ月間） 

2. 共同研究実施期間 

    平成 24 年 5  月 1  日 ～ 平成 24 年 12 月 31 日  

研究課題名   
非感染性疾患関連要因の地域間格差：マレーシアと日本の比較 

 
（英訳名）Regional difference in factors related to non-communicable disease: Comparison 

between Malaysia and Japan 
《研究の概要》 

非感染性疾患の予防と対策はアジア各国で公衆衛生上の重要な課題となっているが、アジア各国内

における非感染性疾患の地域差については必ずしも実態の解明と対策が進んでいない。本研究は、非

感染性疾患の主な要因である生活習慣について、日本とマレーシアの全国調査の結果をもとに地域差

とそれに関連する要因を明らかにすることを目的とした。日本については国民健康・栄養調査、マレ

ーシアについては国民健康・疾病調査(National Health and Morbidity Survey 2011)のデータを用い

ることとし、マレーシア保健省における情報収集をふまえてデータの分析を行った。なお、本研究は

報告書に掲載されたデータにもとづくため、疫学研究に関する倫理指針は適用されない。 

《研究課題の成果》 

 非感染性疾患の要因となる生活習慣として、日本人については飲酒、マレーシア人についてはイス

ラム教が国教であることから加糖飲料に着目し、生活習慣病との関連について分析を行った。その結

果、宗教的理由で一般に飲酒が認められないマレーシアでは、加糖飲料が飲酒の代替として飲用され、

非感染性疾患の要因となっている可能性が示唆された。 

なお、日本の国民健康・栄養調査に比べてマレーシアの国民健康・疾病調査の報告書では地域別の

集計表が多く掲載されていたが、地域別の集計表が男女を合わせた総数のみで掲載されていたため、

分析も総数で行った。また、生データの使用許可が得られなかったため、公表データのみで分析を行

った。 
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資料⑧

　　　　独立行政法人国立健康・栄養研究所栄養情報担当者（NR）の状況

１　保有資格別のNRの状況

資格名 人数 割合

管理栄養士 1145 名 20.2%

栄養士 411 名 7.2%

薬剤師 2224 名 39.2%

看護師 26 名 0.5%

助産師 1 名 0.0%

保健師 9 名 0.2%

臨床検査技師 41 名 0.7%

医師 54 名 1.0%

歯科医師 11 名 0.2%

獣医師 7 名 0.1%

大学等で栄養学、薬学
等の学部を修了した者

1117 名 19.7%

資格確認試験合格者 629 名 11.1%

合計 5,675 名 100% 合格者数

全国分布表２　NR全国分布表

都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数

北海道 82 石川県 30 岡山県 68
青森県 17 福井県 17 広島県 106
岩手県 13 山梨県 27 山口県 42
宮城県 39 長野県 55 徳島県 38
秋田県 23 岐阜県 56 香川県 26
山形県 11 静岡県 179 愛媛県 40
福島県 52 愛知県 269 高知県 10
茨城県 111 三重県 51 福岡県 133
栃木県 47 滋賀県 53 佐賀県 8
群馬県 58 京都府 128 長崎県 22
埼玉県 405 大阪府 522 熊本県 39
千葉県 450 兵庫県 314 大分県 22
東京都 1074 奈良県 99 宮崎県 16
神奈川県 763 和歌山県 15 鹿児島県 25
新潟県 40 鳥取県 20 沖縄県 19
富山県 29 島根県 12 合計 5,675

３　養成講座の指定状況

①一般向け 12 講座

②団体・組織の構成員向け 4 講座

③在籍学生向け 27 講座

合計 43 講座
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開催地 日時 演者 講演内容

愛知県がんセンター研究所
疫学・予防部長
田中　英夫

がんの予防に関する最近の知見

（独）国立健康・栄養研究所
食品保健機能研究部長
石見　佳子

食品の栄養・健康表示の現状

（独）国立健康・栄養研究所
基礎栄養研究部長
田中　茂穂

”カロリー”の常識と誤解

特定非営利活動法人国際生命
科学研究機構
特別顧問 前事務局長
浜野　弘昭

日本の栄養/健康強調表示制度
と国際動向

（独）国立健康・栄養研究所
国際産学連携センター長 「健康日本２１」とその評価方法

独立行政法人国立健康・栄養研究所栄養情報担当者（NR）研修会の実施状況

大阪

東京

受講者数

名

名

310

706

平成24年10月6日

平成24年10月14日

資料⑨

国際産学連携センター長
西　信雄

「健康日本２１」とその評価方法

立命館大学
スポーツ健康科学部　学部長
田畑　泉

健康づくりのためのエクササイズ
について

長崎県立大学
名誉教授
奥　恒行

難消化性糖質（オリゴ糖、糖アル
コール、食物繊維）の　機能性と
生体利用

（独）国立健康・栄養研究所
理事長
徳留　信寬

健康栄養行政の現状と動向

（独）国立健康・栄養研究所
情報センター長
梅垣　敬三

葉酸の有効性と安全性

栄養情報担当者（NR）協会
副理事長
千葉　一敏

品質が確保された健康食品を利
用いただくために～健康食品Ｇ
ＭＰ説明ツールの活用法につい
て～

（独）国立健康・栄養研究所
栄養疫学研究部
食事摂取基準研究室長
笠岡（坪山）　宜代

食事摂取基準2010
～エビデンスから震災時の活用
まで～

名古屋大学大学院
医学系研究科
教授
浜島　信之

個人差を作り出す遺伝子多型

名

名

154

名

名

平成24年12月1日

平成24年12月9日

114岡山

福岡

仙台

名古屋

平成24年10月20日

平成24年11月18日

75

210

          計 1,569 名 
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P
O

N
 D

A
T
A

8
0
/
9
0
の

追
跡

継
続

に
関

す
る

研
究

（
H

2
2
-
循

環
器

等
（
生

習
）
-
指

定
-
0
1
7
）

1
,4

0
0
,0

0
0

長
寿

科
学

総
合

研
究

事
業

平
成

２
４

年
度

に
お

け
る

競
争

的
研

究
費

の
獲

得
状

況

9
,1

0
0
,0

0
0

日
本

人
の

食
事

摂
取

基
準

の
改

定
と

活
用

に
資

す
る

総
合

的
研

究
（
H

2
2
-
循

環
器

等
（
生

習
）
-
指

定
-
0
1
5
）

生
活

習
慣

病
予

防
や

身
体

機
能

維
持

の
た

め
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
た

ん
ぱ

く
質

必
要

量
の

推
定

法
に

関
す

る
基

盤
的

研
究

（
Ｈ

2
4
－

循
環

器
等

（
生

習
）
-
一

般
－

0
0
4
）

4
,7

0
0
,0

0
0

い
わ

ゆ
る

健
康

食
品

に
よ

る
健

康
被

害
情

報
の

因
果

関
係

解
析

法
と

報
告

手
法

に
関

す
る

調
査

研
究

（
Ｈ

2
4
－

食
品

-
 一

般
-
 0

0
6
）

内
訳

金
額

研
究

課
題

名
担

当
者

6
,4

0
0
,0

0
0

分 担
代 表

所
属

部
契

約
先

事
業

名

資料⑩

5
国

際
産

学
連

携
セ

ン
タ

分
西

　
信

雄
日

本
人

の
食

生
活

の
内

容
を

規
定

す
る

社
会

経
済

的
要

因
に

関
す

る
実

証
的

研
究

（
Ｈ

2
4

循
環

器
等

（
生

習
）

般
0
0
6
）

8
0
0
,0

0
0

8
0
0
,0

0
0

6
健

康
増

進
研

究
部

分
宮

地
　

元
彦

生
活

習
慣

病
予

防
の

た
め

の
運

動
を

阻
害

す
る

要
因

と
し

て
の

ロ
コ

モ
テ

ィ
ブ

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

の
評

価
と

対
策

に
関

す
る

研
究

（
Ｈ

2
4
－

循
環

器
等

（
生

習
）
－

一
般

－
0
0
2
）

1
,5

0
0
,0

0
0

1
,5

0
0
,0

0
0

7
食

品
の

安
全

確
保

推
進

研
究

事
業

食
品

保
健

機
能

研
究

部
分

石
見

　
佳

子
国

際
食

品
規

格
策

定
に

係
る

効
果

的
な

検
討

プ
ロ

セ
ス

の
開

発
に

関
す

る
研

究
（
H

２
３

-
食

品
-
一

般
-
0
1
3
）

2
,1

0
0
,0

0
0

2
,1

0
0
,0

0
0

8
政

策
科

学
推

進
研

究
事

業
栄

養
教

育
研

究
部

分
瀧

本
　

秀
美

児
童

虐
待

事
例

の
家

族
再

統
合

等
に

あ
た

っ
て

の
親

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

と
運

用
に

関
す

る
研

究
（
Ｈ

2
4
－

政
策

－
一

般
－

0
0
3
）

3
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

9
健

康
安

全
・
危

機
管

理
対

策
総

合
研

究
事

業
国

際
産

学
連

携
セ

ン
タ

ー
分

西
　

信
雄

岩
手

県
に

お
け

る
東

日
本

大
震

災
被

災
者

の
支

援
を

目
的

と
し

た
大

規
模

コ
ホ

ー
ト

研
究

（
H

2
4
-
健

危
-
指

定
-
0
0
1
）

5
,0

0
0
,0

0
0

5
,0

0
0
,0

0
0

1
0

精
神

・
神

経
疾

患
研

究
開

発
費

栄
養

教
育

研
究

部
分

高
田

　
和

子
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
の

治
療

拠
点

整
備

、
包

括
的

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
研

究
7
0
0
,0

0
0

7
0
0
,0

0
0

1
0
件

　
計

1
6
,9

0
0
,0

0
0

1
6
,9

0
0
,0

0
0

1
7
件

合
計

（
厚

労
科

研
費

）
8
2
,4

1
0
,0

0
0

7
0
,8

6
0
,0

0
0

1
1
,5

5
0
,0

0
0

1
日

本
学

術
振

興
会

健
康

増
進

研
究

部
代

宮
地

　
元

彦
日

本
人

の
身

体
活

動
量

に
関

与
す

る
環

境
・
遺

伝
要

因
と

そ
の

相
互

作
用

に
関

す
る

網
羅

的
研

究
1
9
,2

4
0
,0

0
0

1
4
,8

0
0
,0

0
0

4
,4

4
0
,0

0
0

基
礎

栄
養

研
究

部
代

田
中

　
茂

穂
5
,8

5
0
,0

0
0

4
,5

0
0
,0

0
0

1
,3

5
0
,0

0
0

栄
養

教
育

研
究

部
分

髙
田

　
和

子
1
,4

3
0
,0

0
0

1
,1

0
0
,0

0
0

3
3
0
,0

0
0

3
日

本
学

術
振

興
会

基
礎

栄
養

研
究

部
代

大
坂

　
寿

雅
終

板
器

官
周

囲
の

プ
ロ

ス
タ

グ
ラ

ン
ジ

ン
E
2
発

熱
機

構
を

制
御

す
る

神
経

伝
達

物
質

1
,1

7
0
,0

0
0

9
0
0
,0

0
0

2
7
0
,0

0
0

4
日

本
学

術
振

興
会

基
礎

栄
養

研
究

部
代

山
崎

　
聖

美
肥

満
・
脂

肪
肝

発
症

予
防

の
た

め
の

P
P

A
R

組
織

・
サ

ブ
タ

イ
プ

特
異

性
に

関
す

る
網

羅
的

解
析

1
,3

0
0
,0

0
0

1
,0

0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

5
日

本
学

術
振

興
会

健
康

増
進

研
究

部
代

田
中

　
憲

子
体

幹
部

骨
格

筋
量

の
増

大
が

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

症
候

群
の

改
善

お
よ

び
介

護
予

防
に

及
ぼ

す
影

響
8
0
0
,0

0
0

8
0
0
,0

0
0

6
日

本
学

術
振

興
会

基
礎

栄
養

研
究

部
代

薄
井

　
澄

誉
子

閉
経

後
に

お
け

る
肥

満
・
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
予

防
の

た
め

の
運

動
が

エ
ネ

ル
ギ

ー
基

質
選

択
に

与
え

る
影

響
6
4
,4

1
6

6
4
,4

1
6

7
研

究
活

動
ス

タ
ー

ト
支

援
日

本
学

術
振

興
会

基
礎

栄
養

研
究

部
代

中
江

　
悟

司
食

事
摂

取
基

準
の

活
用

に
向

け
た

有
疾

患
小

児
お

よ
び

健
常

児
に

お
け

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

必
要

量
の

評
価

1
,5

6
0
,0

0
0

1
,2

0
0
,0

0
0

  
  

  
  

  
  

3
6
0
,0

0
0

7
件

　
計

3
1
,4

1
4
,4

1
6

2
4
,3

6
4
,4

1
6

7
,0

5
0
,0

0
0

2

総
合

研
究

事
業

エ
ネ

ル
ギ

ー
代

謝
に

お
け

る
個

人
内

変
動

の
要

因
お

よ
び

肥
満

と
の

関
連

基
盤

Ａ

基
盤

C

特
別

研
究

員
奨

励
費

日
本

学
術

振
興

会

26



1
立

命
館

大
学

健
康

増
進

研
究

部
分

宮
地

　
元

彦
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
予

防
・
改

善
の

た
め

の
テ

ー
ラ

ー
メ

イ
ド

運
動

処
方

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

2
6
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

6
0
,0

0
0

2
立

命
館

大
学

健
康

増
進

研
究

部
分

村
上

　
晴

香
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
予

防
・
改

善
の

た
め

の
テ

ー
ラ

ー
メ

イ
ド

運
動

処
方

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

2
6
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

6
0
,0

0
0

3
基

盤
C

東
京

医
科

大
学

国
際

産
学

連
携

セ
ン

タ
ー

分
西

　
信

雄
労

働
者

の
健

康
と

疾
病

休
業

に
お

よ
ぼ

す
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
の

意
義

に
関

す
る

研
究

9
1
,0

0
0

7
0
,0

0
0

2
1
,0

0
0

4
立

命
館

大
学

健
康

増
進

研
究

部
分

宮
地

　
元

彦
6
5
,0

0
0

5
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

5
立

命
館

大
学

健
康

増
進

研
究

部
分

村
上

　
晴

香
6
5
,0

0
0

5
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

5
件

計
7
4
1
,0

0
0

5
7
0
,0

0
0

1
7
1
,0

0
0

1
日

本
学

術
振

興
会

食
品

保
健

機
能

研
究

部
代

松
本

　
輝

樹
機

器
分

析
を

志
向

し
た

簡
便

か
つ

迅
速

な
ビ

タ
ミ

ン
Ｂ

１
２

分
析

法
の

開
発

と
評

価
1
,6

9
0
,0

0
0

1
,3

0
0
,0

0
0

3
9
0
,0

0
0

2
日

本
学

術
振

興
会

食
品

保
健

機
能

研
究

部
代

竹
林

　
純

食
事

か
ら

の
抗

酸
化

物
質

摂
取

総
量

の
推

算
を

可
能

と
す

る
食

品
の

抗
酸

化
能

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
6
5
0
,0

0
0

5
0
0
,0

0
0

1
5
0
,0

0
0

3
日

本
学

術
振

興
会

国
際

産
学

連
携

セ
ン

タ
ー

代
坪

田
　

恵
パ

ー
ソ

ナ
リ

テ
ィ

が
食

行
動

、
お

よ
び

将
来

の
身

体
的

健
康

に
ど

の
よ

う
な

影
響

を
及

ぼ
す

の
か

1
,3

0
0
,0

0
0

1
,0

0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

4
日

本
学

術
振

興
会

栄
養

教
育

研
究

部
代

吉
村

　
英

一
糖

尿
病

の
治

療
を

目
的

と
し

た
運

動
と

身
体

活
動

に
関

す
る

研
究

（
脂

肪
肝

に
着

目
し

て
）

2
,4

7
0
,0

0
0

1
,9

0
0
,0

0
0

5
7
0
,0

0
0

5
日

本
学

術
振

興
会

栄
養

疫
学

研
究

部
代

中
出

　
麻

紀
子

幼
少

期
に

お
け

る
食

を
通

じ
た

親
と

の
関

わ
り

が
若

年
成

人
の

朝
食

欠
食

に
及

ぼ
す

影
響

2
,7

3
0
,0

0
0

2
,1

0
0
,0

0
0

6
3
0
,0

0
0

6
日

本
学

術
振

興
会

情
報

セ
ン

タ
ー

代
梅

垣
　

敬
三

ダ
イ

エ
ッ

ト
関

連
植

物
素

材
の

安
全

性
に

お
け

る
主

要
栄

養
素

の
影

響
評

価
1
,4

3
0
,0

0
0

1
,1

0
0
,0

0
0

3
3
0
,0

0
0

7
日

本
学

術
振

興
会

食
品

保
健

機
能

研
究

部
代

山
内

　
淳

イ
ン

ス
リ

ン
抵

抗
性

と
ビ

タ
ミ

ン
A

代
謝

の
ク

ロ
ス

ト
ー

ク
1
,6

9
0
,0

0
0

1
,3

0
0
,0

0
0

3
9
0
,0

0
0

8
日

本
学

術
振

興
会

国
際

産
学

連
携

セ
ン

タ
ー

代
笠

岡
　

宜
代

肥
満

・
生

活
習

慣
病

に
対

す
る

魚
介

類
含

有
ア

ミ
ノ

酸
の

新
規

機
能

の
解

明
1
,5

6
0
,0

0
0

1
,2

0
0
,0

0
0

3
6
0
,0

0
0

国
際

産
学

連
携

セ
ン

タ
ー

代
西

　
信

雄
地

域
別

の
有

効
な

減
塩

施
策

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

の
開

発
7
8
0
,0

0
0

6
0
0
,0

0
0

1
8
0
,0

0
0

栄
養

教
育

研
究

部
分

奥
田

　
奈

賀
子

〃
2
6
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

6
0
,0

0
0

1
0

日
本

学
術

振
興

会
情

報
セ

ン
タ

ー
代

千
葉

　
剛

非
ア

ル
コ

ー
ル

性
脂

肪
性

肝
炎

に
対

す
る

健
康

食
品

素
材

の
有

効
性

・
安

全
性

の
検

討
2
,2

1
0
,0

0
0

1
,7

0
0
,0

0
0

5
1
0
,0

0
0

1
1

日
本

学
術

振
興

会
栄

養
教

育
研

究
部

代
瀧

本
　

秀
美

特
定

健
診

制
度

を
利

用
し

た
Ｄ

Ｏ
Ｈ

aD
仮

説
検

証
研

究
1
,0

0
0
,0

0
0

7
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

1
2

挑
戦

的
萌

芽
日

本
学

術
振

興
会

情
報

セ
ン

タ
ー

代
廣

田
　

晃
一

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
栄

養
学

の
脆

弱
性

に
関

す
る

理
論

的
研

究
1
,1

7
0
,0

0
0

9
0
0
,0

0
0

2
7
0
,0

0
0

1
2
件

計
（
基

金
分

）
1
8
,9

4
0
,0

0
0

1
4
,5

0
0
,0

0
0

4
,4

4
0
,0

0
0

1
神

戸
常

盤
大

学
栄

養
教

育
研

究
部

分
髙

田
　

和
子

看
護

学
生

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
高

め
る

コ
ー

チ
ン

グ
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
評

価
方

法
の

開
発

1
3
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

国
立

国
際

医
療

臨
床

栄
養

研
究

部
分

窪
田

哲
也

新
し

動
物

デ
を

用
た

心
サ

イ
ド

シ
画

期
的

な
早
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資料⑪
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資料⑫ 

平成２４年度自己収入の状況 

 

〈印税収入〉                                        （単位：円） 

相手先 出版物名 収入額 

（株）建帛社 「ポケット 食事摂取基準」 11,460

南江堂（株） 「健康・栄養科学シリーズ 社会・環境と健康 改訂３版」 478,560

  「健康・栄養科学シリーズ 基礎栄養学 改訂４版」 623,840

 
「健康・栄養科学シリーズ 応用栄養学 改訂３版」 399,200

 「健康・栄養科学シリーズ 応用栄養学 改訂４版」 285,600

  「健康・栄養科学シリーズ 栄養教育論 改訂２版」 552,160

  「健康・栄養科学シリーズ 人体の構造と機能＊総論」 98,720

  「健康・栄養科学シリーズ 人体の構造と機能＊各論Ⅰ」 140,700

  「健康・栄養科学シリーズ 人体の構造と機能＊各論Ⅱ」 131,740

  「健康・栄養科学シリーズ 食べ物と健康Ⅰ」 104,100

  「健康・栄養科学シリーズ 食べ物と健康Ⅱ」 8,820

  「健康・栄養科学シリーズ 食べ物と健康Ⅲ」 15,400

  「健康・栄養科学シリーズ 公衆栄養学 改訂３版」 756,300

  「健康・栄養科学シリーズ 給食経営管理論」 62,440

 「健康・栄養科学シリーズ 給食経営管理論 改訂２版」 112,000

  「健康・栄養科学シリーズ 臨床栄養学」 263,340

第一出版(株) 「平成２１年 国民健康栄養の現状」 185,000

ヘルシオ(有) 「携帯メタボチェック」 12,960

  計   4,242,340

 

〈設備使用収入〉                 （単位：円） 

施設名称 使用団体数 収入額 

プール 3 268,485

運動フロア 1 58,800

合   計 4 327,285
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